


















遍照院であるが、玉泉院の建物に居住している。これは、後述の資料にもあるように、その院が無住になってしまった時などは他の院が兼住した して相続したり、 院自体が宝光社の持ち物という考え方なので、 同士でも入れ替えがあったことによる。戸隠三院における江戸時代の大きな事件として、安永九年（一七八〇）三月に「雪舟一件」がある。これは、宝光院の衆徒が中院内を薪を せた雪舟を引いて通ったのを中院 衆徒が差し止めたことから端を発した事件だ
18
が、このことが中院と宝光院の対立に発展した。勧修院がそれに対して出した裁決を不服とした宝光院衆徒が退院し東叡山や寺社奉行に訴え出るところまでになっている 結果、宝光院衆徒については追放とされ、空坊となったところには無住であったため、中院の坊が兼任して空坊を復興することとなった。このように、無住 なった坊を他の坊が兼任するなどして住居が入れ替わることは実際に行われてい ことであり、遍照院が玉泉院のあった地に居住していることに何らの不思議もない。
この玉泉院文書には、明和二年（一七六五）から明治二十四年（一八九一）の期間の文書群が収められている。その
中には、前述の通り、無 の め他の院に玉泉院を相続するように進達した文書や、令旨などが含まれている。先行研究として、 『戸隠』や『長野県史』の関係で調査が行われてはいるが、今回紹介する玉泉院文書についてはまだ未調査であり、近世の僧綱や、戸隠山の実態を明らかにすることのできる貴重な史料の一つである。
以下に、史料を提示しながら紹介をしたい。複数同様の史料があるものについては年代の早いものから取り上げた。
























































































































































































































































































































































































































































































































































































   　　





















            　　
       　
冒頭に挙げた一覧の内、最初に挙げられている僧綱許状については前半部分を欠いているため、完全な文書として





























ある。行昌寺を兼住していた玉泉院祐然に対して、勧修院の願いにより「木蘭色衣」の着用を許可するという内容の令旨で 山全体 とではなく、その中の一つの坊 ても、輪王寺の支配が及んでいたことがわかる文書である。　
⑪は戸隠両界山顕光寺として、⑨にもみえる観修院慈谿が玉泉院祐然に与えた許可印證である。
　
⑫についても、勧修院慈谿が玉泉院祐然に大阿闍梨位を与えるという文書であるが、冒頭に「法曼院流」とあること
から、戸隠においては、天台宗法曼流が伝えられていたことが見てとれる。──────────────────１
　『戸隠―総合学術調査報告』信濃毎日新聞社戸隠総合学術調査実行委員会
　
信濃毎日新聞社
　
一九七一
　　
以下、戸隠神社関連の記述については本書を参考とした。
